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８ グ リ ー ン ア ド ベ ン チ ャ ー

１ 活動のねらい
自然の中にある身近な植物を観察し，その名前や特徴を学習しながら自然愛護の精神を養うととも

に，観察力・注意力・判断力・創造力及び協力や友愛などの好ましい人間関係の育成を図ります。

２ 活動の概要
交流の家の敷地内に設定されたコース内に，番号札がついた２０種類の植物があります。植物の葉

のつきかた，つや，形，枝の色などをよく観察し，その名前を当てる活動です。
解答用紙には，その植物の特徴・ヒントが書いてありますが，図鑑で調べることもできます。
全グループがゴール後，答え合わせをしてふりかえりを行います。

３ 人数・時間・場所
(1) 人数 １２０名程度まで（１グループ５名程度）
(2) 対象 小学校５年生以上
(3) 期間 ５月下旬～１０月上旬
(4) 時間 2時間（説明30分＋活動９０分）
(5) 場所 交流の家周辺（約1.8㎞）

４ 指導について
植物の見分け方，図鑑の使い方について，交流の家職員が説明を行います。その後の活動は，団体

の自主活動になります。その際のグループ数を活動日程表の所定の欄に記入してください。

５ 準備する物

区 分 内 容
個 人 ・雨具 ・帽子 ・タオル等 ・水筒など（水分補給用）
交 流 の 家 ・ゼッケン（各班１枚）

・植物図鑑（各班１冊）
・コース図，解答用紙（各班１枚） ・筆記用具 ・ビニール袋（雨天時）
・マウンテンバイク（パトロール用）…ヘルメット着用
・無線機（事務室との連絡用）

６ 引率者の役割分担

係 名 人 数 役 割
代表責任者 ・１名 責任者としてスタート・ゴール地点に残り，全体の総括，指揮，連絡に

あたる。
パトロール係 ・数名 コースのパトロール，安全指導

７ 活動の流れ

活動の流れ 内 容
ルール説明 ・ルール，安全管理について全体説明

・ゼッケン等の貸出
移 動 ・スタート地点（つどいの広場）へ移動
活 動 開 始 ・一斉スタート

・パトロール係は巡回指導
・ゴール後，解答用紙に到着時間を記入し，採点

活 動 終 了 ・全員のゴールを確認し，終了
・終了後，借用物品を事務室に返却

８ 実施上の留意点
(1) 草むらや林の中では，危険な動植物に十分注意して活動してください。
(2) 雨天時に実施する場合は，植物図鑑がぬれないように，ビニール袋に入れてください。
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